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編集人より

　個人的なことながら、初めての巻末言執筆がちょうど人生2周目が始
まる節目の時にあたった。そこで編集人につながるこれまでを振り返っ
てみることにした。
　昭和時代
　・中学校の学級新聞。係の数名で記事を相談し、分担した原稿を持
ち寄って、B4縦1枚に割り付け、印刷原稿用の方眼紙に鉛筆書きで版
下原稿を作った。印刷は先生がされた。
　・部活動OB会記念誌。顧問の先生の定年退職の年に幹事だったの
で記念誌を制作した。まだ手書きで、手分けして版下を作った。印刷
は輪転機を借り、ホチキス止めで製本した。乾ききらないインクで誌面
を汚さないようにする注意が必要だった。
　・サークルの発表会プログラム。これは印刷・製本を業者にお願いし
た。表紙絵は美術サークルの同級生に描いてもらった。当時は今ほど
写真が手軽ではなく、メンバー紹介のページはフィルムカメラで自分た
ちが何枚か撮った写真から選んだ。広告を出してもらえるよう近所のお
店を回ったりもした。手書きの原稿が活字の印刷物になってきた時には、
チェックするより先に感激したものだ。
　平成時代
　・地域誌。携帯メールでの相談や確認が増えた。関わった当初は手
書き仕上げだったが、次第に原稿作成もパソコンに移行した。修正の
手間が大幅に削減され、関係者に一度に確認の原稿を送れるようになっ
たのが便利だった。リソグラフでの印刷と製本は手作業だった。
　・PTA広報誌。表紙や行事の写真はデジタルカメラで撮影。メール
で集めた原稿をパソコンで配置して参考誌面を作り、メール回付で確認。
本業がイラストレーターの委員や業者にレイアウトを頼み、印刷所にデー
タを入稿して仕上げてもらった。
 
　そして、ITUジャーナルで初めてWeb誌に携わることになった。これ
までとは違い、インターネットを通じて広く世界に公開する機関誌とは責
任の重いことだが、アンケート等で読者の声が届いた時には大変励まさ
れる。今後も皆様に役立てていただけるITUジャーナルを目指し、人生
2周目を歩き出したいと思っている。

2周目のスタートにあたって
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編集後記

　20年近く前に部分麻酔で手術を受けた時のこと。開始直前「ま
な板の鯉」状態で直接受け答えをしたのは、主治医の先生とだ
けでしたが、もちろん他のドクターやスタッフの方々も1つのチー
ムとして対応してくださいました。
　終盤、縫合（と思われる）時に、主治医の先生が説明口調で
話し、交代したらしい先生の手技に助言するのが聞こえてきまし
た。教科書か何かで見た、医学生がひな壇に並んで座って見守
るなか行われたという昔の外科手術の白黒写真が頭の中に浮か
び、ぼんやりしながらも複雑な思いだったのを覚えています。

　様々な技術の高度な発展により、今や同じ手術室ではなく、
500kmも離れたところから、1人の患者に医師が協力して手術を
行えるようになろうとしています。

　本号ITUホットラインでは、商用5Gネットワークを介して、世
界で初めて成功した、既に臨床で応用されているロボットの遠隔
操作による手術支援の実証実験について、解説をいただくこと
ができました。
　どうぞご精読ください。
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